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ハンディターミナルの定義

業務用のデータ入力端末であるもの１

２ アプリケーションプログラムが別のツールで開発され、
ロードすることで動作するもの

３ バッテリ駆動であるもの

４ 手に持って操作するもの

（注）ノートパソコン、ペンコンピュータ、PDAは除く
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ハンディターミナルの定義

業務に
特化

仕事
で使う

バーコード
を読む

印刷する 情報を見る

セキュリティ

壊れない（落下、水、動作温度）

電池寿命（業務に支障がでない）

携帯
端末

長期供給・保守・アプリケーション開発・互換性

手に持って操作 バッテリ駆動

システム

上位システムとの連動（クレードル、WLAN WAN）

システム構築ツール

３つの カテゴリーに分類
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ハンディターミナルの種類 （カテゴリー）

スキャナ一体型～バーコードを読む

バーコードを読みとることができるスキャナ部が

本体に組み込まれている端末

画面の大小の違いでグリップ型とPDA型の２種類がある

標準型～印刷する

プリンタ一体型を基本とし

プリンタなしで派生型の端末も標準型と呼んでいます

ノートパッド型～情報を見る
スキャナー一体型、標準型に属さないＡ４判サイズから

小型のパッド型までの業務用として開発された端末

Grip型

PDA型
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ハンディターミナルの種類 （カテゴリー） 変更

スキャナ一体型

本年度よりカテゴリーを変更しました

スキャナ一体型をグリップ型とPDA型に分けました

表示サイズ

PDA型

グリップ型

3.5インチ以上



情報端末フェスティバル - 5 - JEITA ハンディターミナル専門委員会情報端末フェスティバル

ハンディターミナルの種類

データコレクション

バーコード

情報活用

（画面サイズ）

標準型

ノートパッド型

PDA型

スキャナスキャナ無
グリップ型

スキャナ一体型
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